
様式２

評価基準　A：十分達成　B：概ね達成　C：変化の兆し　D：まだ不十分　E：目標・方策の見直し

〔100％〕 〔80%程度〕 〔60%程度〕 〔40%程度〕 〔30%以下〕

○実習後の課題の共有方
法が報告形式かつクラス
単位で実施されるため、
コース毎にまとめにくい
状況である。端的な個別
設定目標を簡単に抜き出
す効果的な方法をまだ見
いだせていない。前期現
場実習後の生徒状況を見
ながら協議を始める予定
である。

B

○6月に招聘したスー
パーバイザー派遣事業研
修の講師からの話を受
け、7月に職員で新学習
指導要領を活用して年間
指導計画を横断的に検討
する会をもった。

B

○新学習指導要領につ
いて、随時情報提供を
するとともに、11月の
授業公開時には新学習
指導要領を踏まえた指
導案にて研修を実施す
る。

○寄宿舎が過ごしやすい
場となるように自治会で
スローガンを揚げ、達成
するための月目標を決め
ているが、個人でできる
取組を考えるのみで、全
員で取り組んだり振り
返ったりする機会がな
い。

○舎生全員で具体的
な取組を考え実践
し、８割の舎生が月
目標を達成できてい
る。

○職員の授業力を向
上させ、生徒に「わ
かる授業」「できる
授業」を提供する。

○全ての教室に「学習のルール
を」を掲示するともに、将来に
繋がることを理解させ継続的な
指導を行う。
○学習規律を高め、良い授業づ
くりのための学習環境を再点検
し整える。
○授業に集中できない事が多く
なった場合は、生活習慣が整え
られるよう保護者と連携を図っ
たり、対処方法を指導者が共通
理解し共通実践したりする。

○スーパーバイザー派遣事業研
修を活用し、職員全体で研修会
を２回実施する。

○学校運営方針等の確
実な遂行と、必要に応
じて学校運営協議会と
の連携を図る。

○11月の学校説明会や
企業参観日では、参加
者のニーズと本校が伝
えたいことを整理し、
参加者にとって有意義
な内容になるよう計画
する。

〇スーパーバイザー派遣
事業研修を活用し、6月
に講師を招聘しての研修
会を実施した。職員アン
ケートの結果9割以上の
職員が分かりやすかった
と答えた。11月には授業
公開を実施予定。

○生徒会活動や学校行事
において、司会や運営
等、年間を通じて生徒が
携わる場面が増えてきて
いる。

○生徒が主体的に活
動や行事の企画運営
に関わることができ
る。

○生徒主体の自治活動となるよ
う活動の目的や課題を確認し、
計画的に話し合う機会を設け
る。
○生徒会執行部会を定期的に開
催し、生徒間での相互評価に取
り組む。

○全校レクリエーション
や委員会活動を通して、
主体的に活動に取り組む
生徒が増えてきた。
○委員会活動終了後、生
徒会執行部の活動報告会
を行うことで、自分たち
で委員会を運営する自覚
を持ちつつある。
○行事が立て込むため、
振り返り等を主題とした
定期的な生徒会執行部会
を設けることができな
かった。

B

○生徒個々の課題を端的に共有
できるような方策を進路部及び
学年部と協議し見つける。

B

○スケージュールに基づき、計
画的に組織を立ち上げ、運営を
行う。

○就労による社会自立に向けた
指導・支援について研修の場の
設定。
○学習場面への参加や公開によ
る啓発活動の実施。
（学校説明会、オープンスクー
ル、企業参観日等）

○第１回学校運営協議会
を開催し、学校の運営方
針等について協議を行
い、承認いただいた。

○教職員対象オープンス
クールでは、参加型の授
業見学や情報提供をもと
にした協議を実施。体験
入学では授業見学の他
に、情報提供やミニ研修
を実施。参加者が積極的
に関わったり、ニーズに
応じて求めたりできる形
での取り組みを行ってい
る。

C

B

○初任研やエキスパート教員の
公開授業、自主研修等に参加す
る。
○終礼や長期休業中にコンプラ
イアンス研修を実施する。

○初任研や進路研修、自
立活動の研修を開催さ
れ、積極的に参加する教
職員が増えつつある。
○職朝や終礼での周知・
連絡、夏季休業中に研修
を実施し、アンケートで
回答した職員の９５％が
高い意識を持つことがで
きた。

B

○エキスパート教員の
授業研が計画されてい
るので、研究研修担当
と協力して授業研修へ
の積極的参加を働きか
ける。
○職朝、終礼にて注意
喚起を継続的して行
い、意識付けを図る。

○業務改善において時間
外業務は前年度７％削減
の達成状況であった。

○時間外業務の１
０％削減。

○毎月の衛生委員会で時間外業
務時間削減状況について確認
し、全職員へ報告する。

○毎月の衛生委員会で実
態を確認。掲示板等に結
果を掲載し、職員へ意識
付けを図った。また、必
要に応じて個人へ働きか
けを行い、時間削減を
行った。

C

○毎月、具体的数値を
示し、タスク及びタイ
ムマネージメントにつ
いて全職員への働きか
けを継続する。

B

○３役や部屋長を中心に
取組を考え、声かけを
行ったり自己評価を全員
で共有する場を設けたり
した結果、意識して実践
する姿が見られるように
なり、８割の舎生が月目
標を達成できている。

○立案、計画中。

C

○実際の地域の方に意
見を聞き、負担の少な
い評価シート作成を行
う。

B

○後期から新たな役員
や部屋長となるが、自
己評価に加え客観的評
価も取り入れていきな
がら引き続き支援して
いく。

○計画通り、地域にあ
るスポーツ団体を紹介
したり、活動している
先輩の話を聞く会等を
実施する。
○ホームページに大会
や大会参加方法を掲載
する。

○１１月に実施すること
が決まり生徒の受講募集
状況を待っている状況で
ある。

○話し合う議題や日時
をあらかじめ設定する
ことで、定期的な生徒
会執行部会を設けるこ
とができるようにす
る。

B

C

B

　　　　　　　　令和元年度　　自　己　評　価　表　　

中長期目標
（学校ビジョン）

○社会の中で自立して生活ができる力の育成
○職業生活に必要な意欲と能力の育成
○豊かな人間性、たくましく生きるための心と体の育
成

今年度の
重点目標

職業的自立と主体的な社会参加に向けた確かな力の育成

琴の浦教育検証プロジェクトに基づいたカリキュラムマネジメント

地域との協働による魅力的な学校づくり

評　価　結　果　　　（１０月）
評価項目 評価の具体項目 現状 目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策 経過・達成状況 評価 改善方策

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初

社会人・職業
人としての基
礎的な力の育

成

○基本的生活習慣の確
立（指導部・学年部、
学科部、寮務部）

○職業的スキルの伸長
（学科部）

○学習における基礎・
基本の徹底
（研究研修、教務部）

○協働する際に、生徒への評価
のシート記入をお願いし、専門
共通目標の他者評価を専門教科
実習に活かす。

○地域の産業と携わ
り協働することで、
他者からの評価を得
て、自分の今後の目
標を立てることがで
きる。

○綿密な受講計画を立て、生徒
の合格意欲が維持できるように
工夫する。

○生徒個々の課題を
容易に進路部と学科
部が共有し、進路実
現のための連携がよ
り進む。

○各コースで地域産業と
の連携を進めているが、
社会人としてどういうふ
うに評価されているかを
把握している生徒はまだ
多くない。

○講座の受講だけで
運転可能となる
フォークリフト（１
ｔ未満）の運転資格
を取得する生徒がい
る。
○積極的に受検し、
練習に真摯に取り組
んでいる。

教職員の専門
性・授業力・
組織力の向上

○教育課程の見直し
（研究研修・教務部）

○組織的な指導・支
援、対応力向上（総務
部）

○校内研修を計画的に実
施し、教職員としての専
門性を高めることが必要
である。

○多くの教員が研修
に参加し、専門性を
高めることに取り組
む。
○コンプライアンス
の意識を常に持ち、
職務の遂行にあた
る。

○ライフスキルの育成
（進路部）

○地域資源を活かした
教育活動の推進
（総務部・支援部）

地域で生きる
力の育成

○自治活動の推進
（指導部、寮務部）

○生涯体育、文化、芸
術活動の推進
（主幹・部活動等）

○学校や企業に対し、
「琴の浦の教育」につい
て十分に伝わっていな
い。

○コミュニティー・
スクールとして学
校、地域関係者が連
携・協働体制を確立
する。

○「琴の浦の教育」
の理解を進めるため
の取り組みを、工夫
して行っている。

○多くの生徒がSNSを利
用し、夜遅くまで長時間
使用したり、トラブルに
つながってしまったりす
ることもある。
○睡眠時間の不足や人間
関係の悩み等から生活リ
ズムが崩れたり、学習に
向かうことができなかっ
たりする生徒もいる。

○基本的生活習慣を取り
入れた「専門教科共通目
標」を生徒に尋ねてもき
ちんと答えられる生徒が
多くない。

○声かけなどの起床の支
援をすれば、起床時間に
起きることのできる舎生
が８割程度いる。

○専門教科共通目標
が社会人として必要
なことであると生徒
が理解し、各学年目
標に到達しようと常
に意識している姿が
見える。

○学校関係者評価や学校
評議員制度により学校運
営に関する意見をいただ
いていきた。

○携帯電話等の使い
方についてのルール
を守る意識を高める
ための取り組みを行
う。

○現場実習での課題につ
いて専門教科での学習で
解決するような連携が十
分に取れていない。

○地域のスポーツク
ラブ・文化芸術活動
サークル等への参加
方法がわかる。

○強化週間を設けて取
り組んだことで意識も
高まったので、後半も
同様に取り組みを実施
するとともに、自分で
設定した目覚まし時計
で起床できるよう取り
組んでいく。

○曖昧にならないため
にも、指導者への呼び
かけと生徒への指導を
継続する。
○学習環境の整備につ
いての例を提示する。
○来年度に向け学習の
ルールを見直す。

○引き続き職員のニー
ズに応じた研修会を実
施するように計画し、
全職員にとって有効な
研修となるようにす
る。

○大多数の生徒が守れて
いるが、「学習のルー
ル」が日がたつにつれて
指導者・生徒ともに曖昧
になることがある。

○職員がそれぞれの担当
教科を熱心に指導してい
るが、系統立てた支援が
できるまでには至ってい
ない。

○休日に運動したり、地
域のスポーツクラブや文
化活動をしている生徒は
少ない。

○障がい者スポーツ担当者・部
活動担当者が中心となって、各
種イベント参加や出展参加を促
す。
○大会参加方法や活動状況を掲
示したり、発表したりし生徒に
情報発信していく。
○外部団体等との連携を図り体
験活動やクラブ参加を推進す
る。

○部屋会やリーダー会などで、
みんなが意見を出しやすい仕組
みや環境を整える。
○３役や部屋長と連携し、自己
評価の共有や取組内容を決め、
支援する。

○掲示板で案内をした
り、声掛けを行うことで
昨年度以上に大会参加率
が上がった。
○活動状況を掲示するこ
とで次への参加意欲につ
ながった。
○文化活動においても音
楽発表・美術作品展等地
域に発信できた。

○｢我が家のルール｣や「決意表
明」を作成し、個々に応じた
ルールを定めたり、定期的な見
直しを行ったりする。
○個人懇談等を通して家庭と情
報共有を行う。
○講演会や学年集会等で定期的
に情報モラルに関する指導を行
う。
○教職員を対象とした情報モラ
ル研修を実施する。

○「我が家のルール」や
「決意表明」の作成・提
出を求め、家庭との確認
を行い携帯等使用のルー
ルへの意識を促した。
○昨年に比べ携帯トラブ
ルによる生徒指導が著し
く減った。
○個々のルール作成から
日が経過するにつれて、
意識が薄くなっている生
徒もいる。

○目覚まし時計など
を利用して、８割の
舎生が自力起床でき
る。

○授業開始時に復唱をす
る習慣ができたコースが
増えた。視覚的補助とし
ての掲示物も増えた。振
返りシートを活用し、生
徒の到達度チェックを行
うようになった。しかし
ながら７月の現場実習事
前学習時の確認では正確
に答えられる生徒はまだ
多くはなかった。

○授業準備、チャイ
ム着席、授業のあい
さつは年間を通して
できている。
○姿勢、発表は生徒
アンケートの結果が
前期に比べ後期は向
上している。

○自力起床強化期間を設定し、
自分で起きる習慣の定着を図
る。

○自力で起きられない舎
生は数名いるが、ほぼ８
割の舎生が目覚ましや物
音などのきっかけで起き
れるようになっている。

○各コースの実習で、専門共通
目標の項目を復唱したり視覚的
補助を行い理解を深める。さら
にふりかえりシートの活用を促
し、年間を通した指導を徹底す
る。
○全職員が自ら見本となるよう
な動きを生徒に見せる。

○学校生活アンケートを
実施。授業準備・チャイ
ム着席・授業のあいさつ
は９割、姿勢・発表は７
割の生徒ができていると
自己評価した。
○学習環境についてはク
ラスにより整備の仕方は
それぞれである。

○繰り返しの復唱の励
行とコース学習終了時
の到達度チェックを繰
り返す。
○共通目標の表現を覚
えやすいことばに変え
ることも視野に入れ
る。

○自己理解が難しく、進
路選択がうまくできない
生徒がいる。
○働く心構えが不十分な
ままに就職してしまう生
徒がいる。

○生徒が卒業後の生
活について具体的に
考え、必要な内容に
意欲的に取り組んで
いる。

○進路行事の内容を見直し、将
来について自分で考え、行動す
る機会を設定する。
○卒業生の就職先から情報を収
集し、必要な指導についてまと
め、職員研修、通信等で発信す
る。

○卒業生の就職先や現状
についてまとめ、研修会
で情報提供を行った。行
事については、内容を見
直しながら、必要な指導
についての検討をすすめ
ている。

○進路先からのニーズと
してフォークリフトの運
転資格を持つ生徒がいな
いか、との要望がある。

－

○教科会は毎年実施して
いるが、各教科間の連携
（横断的連携）は十分と
は言えない。

○生徒が「わかる」
「できる」授業を実
感し、学習意欲を高
め、生活に学んだこ
とを活かしている。

○新学習指導要領を踏まえて年
間指導計画及び教育課程につい
て見直し、検討する。

鳥取県立琴の浦高等特別支援学校

○「決意表明」の見直
しを行い（定期）、再
度生徒本人及び保護者
に対してルールへの意
識を促す。
○必要に応じ「我が家
のルール」の修正・再
提出を求める。
○今後も継続して講演
会や研修会を実施す
る。

Ｃ

○地域産業の方にどのよ
うに記入していただくか
を検討している。

C

○学年部と進路部に相
談し、協議を開始す
る。

○卒業生の就職先から
情報収集を行い、指導
すべき内容についてま
とめ、研修で共有す
る。


